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マウスガードの着用の件について 

 

拝啓 初秋の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は当連盟の活動に関

しまして格別のお引き立てをいただき、厚く御礼申し上げます。 

9月 3日から関東大学リーグ戦が開幕し、2週間が経ちました。 

ダイドードリンコ・アイスアリーナの電光掲示板が新装され、それに伴う運営上の問題

や 11日の試合では、急に元電源がダウンしてしまい、補助電源とペナルティタイムは手

動のストップウォッチで対応するなどのトラブルも発生しておりますが、何とか予定の

試合を終えることができました。 

その中で、補助規則の内『マウスガードの着用』についての運用面で、一部曖昧な部分が

ありました。協議の結果、統一した運用をするために、以下のように通達させていただ

きますので、各チーム内において周知徹底をお願い申し上げます。 

敬具 

  

 

記 

 

平成 28年度関東大学アイスホッケーリーグ戦、競技要項 3.補助規則 3)には『プレーヤーは

マウスガードを着用しなければならない。マウスガードの色は本体全部が白・ベージュ・

クリア（透明）などでなく、着用していることを容易に確認できる色のものを使用する

こと。』となっています。 

この規定に該当しないマウスガードとレフェリーが判断した場合、その選手は正規のマウ

スガードを着用しない限り試合に出場できない。また、正規でないマウスガードを使用し

て出場した選手は、レフェリーが確認した時点で、ミスコンダクト・ペナルティが科せら

れ、正規のマウスガードを使用しない限りその後の試合に出場できない。 

 

※実施日：平成 28年 9月 17日（土）以降の大学リーグの全試合 

 

以上 


